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くの研究がなされてきており、これまでに Shalley， Zhou ＆ Oldham（₂₀₀₄）、Shalley ＆ 
Zhou（₂₀₀₈）、あるいは George（₂₀₀₈）などによる研究レビューの蓄積もある。そしてさ













March（₁₉₉₁）や Levinthal ＆ March（₁₉₉₃）が提示した組織学習の観点からの議論である
技術やアイディアの「探索」（exploration）と「活用」（exploitation）と関連づけていえば、
履行は、アイディアの実用化の度合いを高める「活用」と密接にかかわるっている。
あるいは履行という用語は、かつて Klein ＆ Knight （₂₀₀₅） が、組織に IT 技術やシステ
ムが新たに導入され、その運用が定着して所期の効果をあげるためのマネジメントの問題
として用いられてもいる。そして前述の Anderson， Potočnik， ＆ Zhou （₂₀₁₄）は、創造性
とイノベーションにかかわる先行研究のレビュー論文において、創造性はアイディアの生
成に、イノベーションはアイディアの履行にそれぞれ重点を置いており、そしてまた創造
性はイノベーションの第 ₁ ステップとみることができる（West， ₂₀₀₂）とまとめている。
その他にも、創造的アイディアの生成が、アイディアの履行にとって肯定的な予測要因
であることが説かれてきている（Axtell et al．， ₂₀₀₀， ₂₀₀₆）。あるいは ₂ つの大手航空宇宙







































































































































































1 4 少ない 少ない 少ない 40.00 5.45 4.24 4.82 
2 6 少ない 中、多い 少ない 50.00 5.28 4.30 5.19 
3 9 少ない 中、多い 中、多い 28.89 （最低） 5.81 3.83 5.84 
4 2 多い 少ない 少ない 47.50 4.91 4.39 4.28 
5 2 多い 中、多い 少ない 65.00 （最高） 5.40 4.17 4.71 
6 3 多い 少ない 中、多い 48.33 5.54 5.09 5.02 








「表 ₁ 」には、 ₇ つの各分類に属するチームの平均値が示されている。
同調型メンバーの存在価値：これから興味深いことが見てとれる。
a） 創造革新の履行実績は、全体としては、「創造型」メンバーが多いチーム（分類番号






































































































































































































































































































































































































がみられないことが、先行研究のレビューを通して示されている（Edmondson， Dillon， ＆ 
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